
分離培養 遺伝子検査
qPCR

遺伝子量と肺炎発症率の関係

23 牛のマイコプラズマ・ボビスの迅速診断法の開発

子牛の肺炎等の原因となるマイコプラズマ・ボビス（Mb）の迅速かつ、より高度な診
断が可能な分析手法を開発しました。

【研究内容・成果】【研究の背景】

【技術の活用方法・期待される効果】

（担当室・連絡先）
県央家畜保健衛生所家畜衛生研究部・028-689-1274

・子牛に肺炎、関節炎、中耳炎等を
引き起こすMbの診断には、主に分
離培養が用いられています。

・しかし、培養に時間を要すること
や発症牛と健康保菌牛との区別が
困難であることが課題となってお
り、迅速かつ保菌牛との区別が可
能な診断法が求められています。

・早期診断によりMbによる被害が低
減できます。

・発症牛に適切な投薬を行うことに
より動物用医薬品の濫用防止につ
ながります。

・鼻汁の遺伝子量が多い個体は、Mb肺炎が病理検
査で確認されており、発症牛と保菌牛を区別で
きる可能性が高く、肺炎発症診断指標となる検
査法として、期待されます。
Mbｺﾛﾆｰ像

・診断時間は、従来の分離培養では数日～数週間
かかるところ、新手法「リアルタイム
PCR(qPCR)」は2.5時間と大幅に短縮できます。

より迅速に
診断

研究課題名：畜産物の安全・安心及び生産性向上のための衛生対策の確立
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